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小 学 校 家 庭 科 の 学 習 過 程 と 学 習 者

岐 阜 大 教育 附 属 小　O  小

の 心 理 分 析

島 ト ミ 岐 阜 大 教 育　 中 野 刀 子

目 的

家 庭 科 の 教 授 ・ 学 習 設 計 は 学 習 者 の 実 態 を ふ ま え 、 基 礎 的 ・ 基 本 的 な 学 習内 容 や 学 習 行

動 の 習 得を ねら っ て 行 な わ な け れ ば な ら な い 。 特 に 実 践 を 伴 な っ た 学 習を さ せる に は 、・学

習 者 の情 意 面 ・ 技 術 面を 相 当 重 視し 学 習 者 の 教 材 に 対 する 受 け と め｡方 や 授 業 形 態 の 受 け と

め 方 に つ い て 分 析 す る 必 要 が あ る 。 そ こ で 、 今 回 ぷ年 生 の 被 服 教 材 「 便 利 な 袋 」 の 学 習 過

程 を 分 析 し 、 学 習 者 の 心 理 分 析 を 行な っ だ の で 報 告 する 。

方 法

（1） 喘･習 前 に 家 庭 調査 ・ イ メ ー ジ 調 査 ・ 父 母 の 意 識 調 査 ・ 縫 う 力 の 実 態 調 査を 行 う 。

（2）A     ～E の 了 教 授 によ る 「 便 利 な 袋 」 。の 授 業 を 全 時 間 に ね｡た りV     T    B に よ り 録 画 ・ 録

音 す る 。 授 業 終 了 時 に 意 識 調 査 を 行 う 。

（3） 学 習m. に に 家 庭 科 ・ イ メ ー ジ 調 査 ・ 父 母 の 意ヽ 識 調 査 ・ 縫 う 力 の 実 態 調 査 を 行 う 。

（4） 学 習 過 程を 学 習 者 側 から 分 析 す る 。

結 果

/ご時 間 の 学 習内 容 の 広 が り と 学 習 者 の 意 識 の 相 関 ・発 言 回 数 と 意 識 の 相 関 を 調 べ る と 、

学 習 者 の 意 識 に 相 関 が 見ら れ た 。 ま た 、 教 授 者 の 指 導 法 の 違 い に よ る 学 習 者 の 意 識 の 差 や

生 活 経 験 と 学 習 者 の 意 識 の 相 関 は 、 授 業 の 流 れ ・m.  師 の 発 問 と 教 授 者 と 学 習 者 と の 発 言 連

鎖 に よ る コ ミ ュニ ケ ーシ ョ ン パ タ ン 類 型 に よ っ て 、 異な っ た り 、 家 庭 で の 手 伝 い や 、 針 を

使 っ て の 作 品 作 り 等 の生 活 が 、 意 識 に 影 響 す る 。
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